
警告 

 
逃亡は既に不可能である 
あなたは様々なセンサーを身に纏っている 
それを脱ぐことは――― 
すなわち自己の存在を消滅させることである 

 
しかし、あなたは自由を求めることが出来る 
なぜなら、そのセンサーは無限に長いケーブルを有し 
しかも、透明で、羽毛のように重量はなく 
あなたの行動を制限することはない 

 
しかもそれらのおかげで 
あなたの社会的な存在価値は保証されている 
また、ひそかに他人の動静を窺い知ることもできる 
もちろんあなたの動静も常に発信され、信頼に寄与している 

 
あなたには様々なサービスが与えられている 
あなたの望むがままに情報を得ることも 
それをもとに注文や選択をすることもできる 
あなたは、わざわざ創造する必要などない 

 
あなたはそれの対価として 
社会的ニーズに寄与するための職務を果たす 
その結果は社会に反映され、生活水準の向上と 
選択の拡大をあらゆる人々にもたらすこととなる 

 
あなたは何から逃亡しようというのだ 
そして何ゆえに逃亡する必要があるのだ 
自由でありながら、同時に社会的であるためには 
これ以上有効な契約が他にあろうか 

 
私は警告する 
あなたが自由と呼ぶものが極めて危険な思想であると 
あなたは登録を抹消されたその時 
私はあなたに対して「非社会的存在」という登録を行うだろう 

 
あなたはその結果、あらゆるサービス対象から除外され 
同時に社会的存在意義も失うだろう 



それは致命的な結果をもたらすだろう 
再び言うが、逃亡は不可能である 
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